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随 想  

日 米 安 保 条 約 ５ ０ 周 年 に 思 う （ １ ）  

阿 部 敏 勝 （ 会 員 ）  

 

 晴 天 が 続 い た 平 成 ２ ２ 年 １ 月 の 東 京 だ っ た が １ ８ 日 か ら は 第 １ ７

４ 回 の 通 常 国 会 が ス タ ー ト 、 初 め て の 通 常 国 会 に 臨 む 鳩 山 政 権 は 厳

し い 風 雨 に 晒 さ れ る 。 首 脳 部 の 政 治 資 金 問 題 も 大 空 に 浮 か ぶ 雷 雲 で

あ り 、 １ ５ ０ 日 間 の 会 期 に 何 処 ま で 進 め る か 難 題 で あ る 。  

 加 え て 外 交 面 で も １ ９ 日 に 締 結 ５ ０ 周 年 に な る 日 米 安 保 条 約 の 履

行 が 難 航 し て い る 。 周 知 の 通 り １ ９ ５ １ 年 の サ ン フ ラ ン シ ス コ 条 約

と 共 に 調 印 さ れ た 米 軍 基 地 の 供 与 条 約 は そ の 後 の 「 米 ソ 冷 戦 」 激 化

に 伴 な い １ ９ ６ ０ 年 に 改 訂 さ れ 「 新 日 米 安 保 条 約 」 と し て 軍 事 、 経

済 面 で の 協 調 を 強 め た が 更 に １ ９ ９ １ 年 の 湾 岸 戦 争 勃 発 に 伴 な い 特

別 法 と し て の 「 周 辺 事 態 法 」 、 更 に ２ ０ ０ ３ 年 の イ ラ ク 戦 争 で は 同

じ く 「 有 事 立 法 」 を 生 み 極 東 地 域 の み な ら ず 中 東 地 域 に 対 し て も 戦

時 体 制 を 執 る に 至 っ た 。  

 こ の 様 な 状 況 の 中 で ２ ０ ０ ９ 年 ９ 月 に 誕 生 し た 鳩 山 首 相 は 出 だ し

で こ そ 「 委 せ て 下 さ い 」 と 気 取 っ て み せ た も の の 「 確 固 と し た 目 標

や リ ー ダ ー シ ッ プ の 欠 如 」 を 曝 露 、 お ま け に 首 脳 部 の 政 治 資 金 問 題

の ス キ ャ ン ダ ル に 足 を 引 張 ら れ て こ の 条 約 が 内 包 し て い る 不 条 理 の

改 訂 や 自 民 党 が 長 期 に 亘 っ て 残 し た 債 務 を 解 消 出 来 ず に 居 り 、 内 閣

支 持 率 も 続 落 傾 向 に あ る 。  

 思 え ば 終 戦 か ら ６ ５ 年 、 新 安 保 条 約 締 結 か ら ５ ０ 年 、 基 地 問 題 、

海 外 派 兵 問 題 、 各 種 特 別 法 、 非 核 三 原 則 密 約 等 々 憲 法 違 反 の 事 例 に

こ と 欠 か な い 、 誠 に 悲 し む べ き 情 況 で あ る が 然 し 悲 し ん で ば か り は

居 ら れ な い 「 政 治 の レ ベ ル は 国 民 の レ ベ ル 」 と い う 譬 も あ り 現 に こ

の 条 約 に 対 す る 日 本 人 の 許 容 率 は あ る 新 聞 社 の 調 査 に よ れ ば ７ ０ パ

ー セ ン ト と 意 外 に 高 い 、 そ の 実 態 が 知 ら れ な い か ら で あ る 。  

 国 民 レ ベ ル で の 日 米 安 保 条 約 に 対 す る 批 判 力 の 培 養 と 国 政 に 対 す

る プ ッ シ ュ が 緊 要 で あ り 各 種 平 和 団 体 の 一 層 の 奮 起 を 求 め た い 。 又

諸 外 国 の 例 に 倣 い 現 行 の 間 接 統 治 方 式 の 補 完 と し て 「 国 政 の 重 要 問

題 に 関 す る 国 民 投 票 制 度 」 の 充 実 が 必 要 と 思 う 。  

（ 当 会 理 事 ）  


